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す
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さ
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概
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。
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あ
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は
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が
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っ
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っ
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。
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す
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す
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す
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藍
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ら
れ
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れ
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；
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れ
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あ
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さ
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を
者
慮
す
る
と
と
を
つ
て
、
こ
の「
ニ
ち
の
豐g
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f
;關
f

理
解
す
き
と
，が
で
I
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と

れ

が

民

經

濟

の

循
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圆
成
で
あ
る
が
、
と
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決
定
す
べ
き
と
は
、
過
去
の
循
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は
大
部
分
、
單
純
な
る
經
濟
の
循
f

s
し
て
い
る
だ
け
で
あ
つ 

、て
"
經
濟
發
展
の
f

と
り
入
れ
て
，

S

な
，

S

と》
ぅ
と
と
.で
あ
る
。
と
の
银
展
的
な
姿
を
と
り
入
れ
る
と
と
に
よ
つ
て
、
は
じ
め
て
1
'
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過
極
を
明
ら
か
に
す
，る
と
と
が
で
き
る
。
と
の
發
展
法
則
の
中
で
も
つ
と
も
霞
な
も
の
は
、
ケ
イ
ン
ズ
の
乘
數
の
S

で
あ
る
。
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の
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く
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の
理
論
は
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1
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次
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に
よ
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つ
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る
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现
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て
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找
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大
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れ
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値
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な
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とS
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わ
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だ
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足

し

て

， S

て
、
實
ま
資
‘木
が
十
分
に
存
在
し
て5

る
社
會
：に
お
い
て
は
、
わ
す
か
に
新

投
资
を
お
.と
な
っ
た
だ
け
で
も
、
國
巧
所
得
は
普
し
く
增
加
す
る
か
ら
、
貯
蓄
性
向
が
低
く
て
も
經
濟
發
展
を
保
読
で
き
る
わ
け
で
あ
る 

が
：、
現
在
の
日
木
經
濟
の
如
.乂
に
實
物
資
ネ
の
不
足
に
惱
ん
で
/

5

る
，
社

會

：
に

お

V
て
は
、
：貯
蓄
性
向
を
盟
大
き
く
し
な
け
れ
ば
、
國 

，民
得
の
梢
大
を
期
し
難
ン
け
で
あ
る
か
ら
、
レ
さ
お
レ
殺
資
乘
數
の
僻
は
小
さ
く
な
ら
ざ
る
を
得
な5

。

そ
.れ
と
と
も
に
經
濟
の
發 

展
を
，規
制
ず
る
も
の
は
、
不
足
せ
る
原
村
料
をXI

の
程
成
に
輸
八
で
き
る
か
に
依
な
し
て5

る
の
で
あ
る
。

元
來
、
ケ
ィ
ン
ズ
の
乘
數
の
理
論
ぱ
生
産
財
：
產
部
門
に
新
規
事
業
.を
お
と
す
と
と
に
よ
っ
て
生
産
財
部
門
に
雇
傭
を
吸
牧
し
、

の 

V漸
ら

し

く

®

わ
ポ

★

人
.
々
：が
新
所
箱
を
得
で
と
れ
を
消
費
し
.、
.消
費

財

，に
#

す

る

有

孰

需

要

を

創

遂

ル

て

:

ズ

ー

ゆ
V

う
：思

想

が

あ

る

の

：
で

あ

っ

，ズ

、

滑

貴

財

部

門

の

！

^

傭

量

：

を
.：

^
.
s 

:

投

資

財

部

門

の

：雇

傭

賞

を

；
タ

と

お

，く

.
と
、
：雇
傭
乘
數
が
.は
次 

式
.
.に
よ
つ
て
與
え
ら
れ
，f
^
o 

.’：-... 
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,
ふ

2〕

ゐ
と
が
が
一
政
す
べ
き
现
ホ
は
な5

の
で
あ
る
が
、
ケ
ィ
ン
ズ
は
も
つ
と
も
簡
單
な
る
場
-合
と
し
てî

:=

た
と
お
，レ
て
分
析
を
進
め
て<； 

る
。
す
な
わ
ち
、
投
資
財
生
産
部
門
に
傅
か
の
投
資
を
行
う
と
と
に
よ
つ
て
，、
，國
民
所
得
と
風
傭
と
を
藉
し
く
梢
加
せ
し
め
る
と
と
が
で 

き
る
と
レ
う
ポ
え
方
で
あ
る
'
0と
の
者
え
方
に
よ
れ
ば
、
，並
礎
産
業
を
復
興
さ
せ
る
と
と
加
經
濟
W
建
の
先
決
問
題
で
あ
る
と)

う
と
と 

に
な
，る
.
。

- 

,

し
か
し
"
现
布
の
n
本
の
狀
態
に
お
さ
は
、
翦
满
産
業
た
と
え
ぱ
鐵
銅
業
尊
に
新
役
資
こ
と
な
っ
て
も
、
原
村
料
が
な
け
れ
ば
、
 

生
産
の
擴
張
を
お
じ
な
う
こ
；̂
は
し
不
可
能
で
あ
る
。
そ
と
で
基
礎S

業
を
復
與
ナ
る
よ
り
先
に
、-
基
礎
商
業
の
原
材
料
の
輸
入
の
確
保 

—

輸̂
出
廣
藥
の
®

!

が
經
濟
傲
與
の
鍵
と
な
る
b
ハッドによかぱ、

.國>2 ：

消
費
財
の
生
ま
僧
額
を
ど
、
.投
資
財
の
生

C '



i O  ミ

バ レ

F
E_

3
e
F.

î
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霉

4

厥
、レ
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の
を
そ
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£

ぞ

を

、

:

と
-
;
^
て
、
賀
易
乘
數
の
理
諭
を
導
出
ず
-る
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す

な

わ

ち
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；
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：
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：
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Z=i?-fiiC-f-S =
〈

ホ 

i
+
5 
レ
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ま
た
國
內
製
商
n
iのg
费
に
あ
て
ら
れ
/る
金
額
は
、
そ
の
生
産
慣
額
に
等
し
V
か
ら 

h
l

&

に
よ
つ
て
！̂

を
贸
易
乘
數
と
呼
ん
だ
。
す
な
わ
ち
、
國
内
の
消
费
性
向
が
高
く
て
も
、
わ
す
か
に
投
資
を
お
；̂
な
え
ば
、
生
産
が
教 

し
く
梢
加
す
る
と
い
う
よ
う
な
經
濟
に
お
い
て
は
、
貿n

|

乘
數
の
値
は
著
し
く
大
き
く
な
る
。
そ
う

.
S

う
意
ゆ
か
ら
か
え
ぱ
貿
易
乘
數
の 

侦
も
現
ホ
の
n

木
で
は
あ
ま
り
大
き
-く
な
り
得
な5

わ
け
で
あ
る
が
、
原
村
料
の
輸
入
に
よ
っ
て
匙
礎j4

l

業
の
生
産
が
著
し
く
槽
大
す
る
- 

と 5

 

う
點
に
つ 5

►て
者
え
れ
ぱ
投
資
乘
數
よ
り
は
大
き
な
値
を
と
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、 

と
の
値
が
次
嚴
に
大
き
く
な
る
に
；̂

つ
て
’瘦g

r

 

復
典
の
速
庞
も
大
き
く
な
る
も
の
と
期t

：

さ
れ
る
。 

,
 

、

’
そ
れ
.で
は
、
ク
.レ
デ
ィ

ッ

-
^
の

供

與

が

年

廣

復

與

お

よ

び

イ
ン
フ
レ
-
シ
リ

ン
の
上
に
，

S

か

な

る

影
！
：f

をg

ハ
え
る
か
に
っ
い
て
や
や
能 

細
に
港
察
し
て
見
よ
う
。
あ
る
ギ
廣
の
國
0
3
^
所
得
の
增
加
分
を
ド
、
®

の
供
與
f
-
M、
投
資
を
/
、
貯
f
 

f
ナ
る
P
と
の
M
は 

!
5
^
に
ニ
つ
に
分
れ
て
、
ザ
費
財
に
，よ
る
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
の
供
與(

食
糧
.

の
如
き
も
の
.〕
ル
と
、
生
產
原
料
に
よ
？
^

ク

レ

デ

ィ

タ

ト

‘ハ旧
、
！
 ̂

M
と
に
分
れ
る
0
服
の
お
供
は
イ

ンt\
レ

-
-

シ

3
ン
.の
抑
制
と

き

て

现

わ

れ

、
貯
蓄
を
增
大
さ
，せ
る
。

と
の
恥
の
導
入
に

よ
っ
て
ポ
成 

さ
れ
る
-霞
薪

を
f

す
れ
ば
、

q
l

M
l

s

と
炎
わ
す
とと
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
消
費ク
レ
デ
ィ
ツ
ト
が
あ
つ
た
と
し
て
、
そ
の
を

§3̂

ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
を
政
府
が
公
定
僧
に
よ
る
配
給
品
に
使
用
す
れ
ぱ
"
消
費
者
側
は
そ
れ
だ
け
闇
購
入
を
し
な
く
て
よ5

こ
と
に
な
り
.、 

間
と
公
®
の
差
額
だ
け
が
新
貯
蓄
と
な
る
。
と
，の
新
貯
蓄
が
消
费
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
の
何
倍
に
な
る
か
の
割
合
が
め
で
あ
る
。
然
る
に
眼
界 

ほ
身
性
向
を
と
と
す
れ
ぱ
？s=(ll.io

ズ
で
あ
る
か
ら」5

=
(
1
I
C
0
」
F
.

と
な
る
。
と
の
式
に
よ
つ
て
、
消
費
財
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
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導
入
が
國
民
所
得
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上
に5

か
な
る
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を
與
え
る
か
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定
で
き
る
。
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。
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に
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資
乘
數
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ズ 
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S
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あ
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ら
外
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所
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、
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す
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。
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れ
る
も
の
と
假
お
す
れ
ば〕

。
こ
の
輸
出
廣
業
の
所
得
構
成
率
を
み
と
す
れ
ば
、
.
パ
n

b

l

n

-

;

^

'
.

ズ
と
な
る
の
で
、
先
の

式
に
代
入
す
る
と
.

-

/

:
 

-

 

/ 

- 

-
 

.

.

. 

... 

.
 

.’：
 

., 

^

■ a:’

か

ぬIM
1
5
H

 (
l
l
c
w
=
-
K
T
O
N

n
l
-

N

,

,

,’•

ぎ 

§1
=§
1
C

)

及
び
ゃ
レM

i
s

 

リ 

I

サ

」
y

 =

 

i

 =

 -
^

y
*

n

、外
資
#

入-
M

國

民

所

得

：ゆ
構
造

七

(

ニ ！ 
5

\\

' C

ぶ永"' 
Jぐ
 

み>r;d-



ハM

rAt

り，

ぐ
サ
タ 

ザ！S

廣

*"K

い' 
れ-i*̂

*
!
,

,
, 

f*•グ 7'̂

、
を
ぞ\/'.d 
ふ"
*

T̂
、lr 

^

Û
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第 表

¥ 庇 役資蛾數 MHi乘數

昭 m  2 -9.53 0.80

" 3 ， 2.03 1.50

'/ 4 1.29 0,99

// 5 3.95 3.39

// 6 . > 2.08 2.46

'/ 7 1.99 1:10
// 8 1.98 1.36

// 9 1:37 1,55

" 1 0 1.38 1.55

// 11 1.58 1.27

傭
乘
數
の

方
が
小
さ
く
な
る

最
後
に
、、
ピ
グ
ゥ
が
お
こ
な
つ
た
ょ
ぅ
に
名
目
國
民
所
得
の
增
加
率
と
貨
僻
赁
銀
の 

變
化
に
つ
い
て
者
え
る
。
貨
僻
贊
銀
明
得
者
の
所
得tr 、

大
部
分
消
費
に
向
け
ら
れ
る 

と
假
定
す
れ
ば
、
C
の
増
加
と
な
る
か
ら
、
賀
幣
賀
錫
の
騰
貴
率
の
方
が
あ
：

E

阔
民
现 

得
の
加
率
ょ
り
も
大
き
く
ホ
れ
ば
、
投
資
乘
數
の
方
が
大
き
く
な
る
。
し
か
し
、
低 

水
準
の
生

産I

匙
礎
商
業
の
：
産

不
足
に
惱
ん
で
い
る
と
き
に
は
、
と
の
サ
ル
ニ
、
ポ
三 

の
分
拆
のr

國
民
明
得
の
梢
加」
は
#
目
國
民
所
得
の
糟
加
を
意
味
す
る
の
み
で
ぁ
ウ 

て
、
賞
賈
廣
民
}

Si

•得
の
糟
加
に
，は
な
ら
な

5
。

ケ
ィ
ン
ズ
が
對
象
と
し
★
社
會
は
遊
休 

賞
物
丧
本
が
大
量
に
存
在
し
て5

て
、
貸
稱
投
資
を
お
こ
な
え
ぱ
、
と
れ
が
物
慣
の
騰

0
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學
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雜
龍
ホ
西
すni

卷
策
西
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ニ
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と
な
っ
て
投
資
乘
數
の
方
が
大
き
く
な
り
、
消
費
財
都
門
の
限
界
生
産
力
の
方
れ
大
き
レ
揚
合
は
、
逆
の
現
象
が
W
.て
く
る
。
敷
ニ
に
股 

蓄
と
携
資
と
は
心
す
し
も
均
銜
す
る
も
‘の
で
は
な5

か
ら
、
ケ
イ
ン
ズ
の
よ
ぅ
にF

=
J
+
C

と
お
く
代
り
に
、I

=
S
+
H
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は
退
蔵
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，額
で
、#
的
に
；

b
K

ト
.ツ
ク
の
變
化
が
こ
れ
に
見
合
う
V
iお
.け
ば
、：F=

5

十C
=
/
I
H
+
C

と
な
る
。
そ
と
で
.、
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へ

と
な
つ
て

II

N n
' I I
1-4

S i を  

1
Hl：̂!

と
比
較
す
る
と
、
だ
が
正
、
す
な
，わ
.ち
投
資
が
貯
蓄
を
超
過
し
て
レ
る
と
き
に
は
、
投
資
乘
數
の
方
が
小
さ
く
な
り
、
逆
の
®
合
に
は
®

货
を
仲
わ
す
に
化
産
の
梢
加
を
仲
ぅ
場
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
有
効
需
要
の
弾
力
性
と5

ぅ
者
え
方
を
使
用
す
れ
ぱ

e

ス

e。

と

な
る
場
合
で
あ
る
。
從
つ
て
詳
細
に
：̂
、
ケ
イ
ン
ズ
の
條
件
は
/ 

‘ 

' -
,

■ 

• 

.
/

‘ 

き _

 

淡

训

画

加
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/

簿

巧

球
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=
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き
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と
な
る
假
件
が
心
要
と
な
る
。、
，

s

ま
投
資
が
貯
蓄
を
®
過
す
れ
ぱ

と
な
化
、
更
に
®

の
騰
i

が
國
民
所
得
の
墙
加
卒
以
下
に
な
れ
ば
、
注
囘
生
産
：の
短
期
化
と
と
も
に
、

V 

 ̂

と
か
ぅ
現
象
が
現
れ
、
と
の
二
つ
の
條
件
が
重
な
れ
ば 

：’

.
，

.

.
と
な
•
つ
：て
ィ
ン
.

フ
レ
ー
シ
ン
は
激
化
す
る
で
-
i
wろ
ぅ
。
と
'

の
反
劉
に
ィ
ン
プ
.
レ
1
シ
•ョ
ン
を
收
來
せ
し
め
.て
生
産
を
梢
加
さ
せ
る
た
め 

に
は
、
逆
に
ン 

、

な
る
關
係
を
’

ス
く
り
出
す
心
耍
が
あ
る
。
こ
の
を
め
に
，
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幣
投
資
を
i

貯
I

下
£

え
る
-と
と
。0

賃
銀
の
腾
嘴
率
を
國
民
霉
の
增
加
率
以
卞
に
抑
え
る
か
、
或
レ

は
赁
銀
霉
者

の̂
貯
蓄
を
增
火
さ
せ
，るX ；

と
が
心
要
で
あ
る
，い

し
か
し
ン

|

乘
數
を
I

投
資
乘
數
以
下
に
抑
え
る
こ
と
に
：よ
つ
て
勞
働
生
産
性
の

$r

大
を
は
か
り
f

。
し
か
し
て
上
の
I

式
か
ら
ゎ
か
る
よ
う
に
、
.並
業

の

_

1性
を
引
上
げ
る
と
と
が
t

駅
で
あ
る
か
ら

.

，資

資

財
産

業
、.P

：

消
貴
財
産
業
？S

流
通
部
門
..

(

商
業
等3

の

業

ポ

！

！§

傭
量
を
墻
加
し
て
ゆ
く
：の
が
i

な
方

法

で

.あ
り

I

が
囊
に
吸
收
で
き
な
义
員
を
徒
ら
に
流

i

門
に
吸
牧
す
れ
ば
よ5

と

タ

ず

は

成1
:
4

ち
麟
ぃ
。
卽
ち
、
.
賞
質
國

民
所
得
の
向
上
を
盤1

義
的
に
考
え
れ
ば
、
i

s

i

^

s
ゎ
れ
る
.
r

i

iの
達
成」

等
と
い
う
と
と
は
簡
取
に
f

現
し
難0

 

じ
と
力
わ
力
る
0

0

國
民
所
得
の
分
圓
’ 

^

M

民

所
S

分
配
は
、
S

I

S

性

と

密

接

な

關

係

が

あ

、
る

。

今

日

、

發

働

の

I

性
と
s

i

、
單
s

i

高
を
f

人 

員
で
除
し
た
だ
け
の
も
の
で
、
S

人
員
©
梢
加
に
よ
つ
て
f

か
增
加
す
る
か
か
の
S

と
は
直
接
の
關
係
は
な
い
の
J

る
。
.と 

の
よ
>
^
^な
|

方
は
國
民
の
平
均
的
な
生
促
水
準
と
‘

5

-

§

で
は
役
£

;

^

つ
で
あ
ろ
う
が
、
i

性
と5

う
.：

言

葉

禁

適

當

で

あ

つ
 

て

生

産

不

振

の
i

l

働
力
の
側
に
あ
る
の
か
、
I

資
本
の
側
に
あ
る
の
が
判
然
と
し
な
レ
。
厳
密
に
勞
働
の
生
産
性
と
，い
う
以 

上
は
、
S

人
f

l

の
間
に
I

關
係
が
無
け
れ
ぱ
な
ら
な
レ
。
半
|

び
勞
|

敷をまち勞働，

S

産
粗
を
み
と
す 

れ
ぱ
、
S

的
な
S

に
お
け
I

働
の
生
産
性
は
'

、

P
I

L

な
る
I

式
に
よ
つ
て
さ
ら
れ
る
。
と
れ
で
ハ
極
端
に

S

ぇ
ぱ

.
n

:

『

タ1:̂

都
人
員
力
；̂力

、，. ：

ま̂

け

で

、
を
れ
當
德
の
糟
加
に
寞
し

^
^

る
。
と
の
よ
う
な
f

方
で
は
不
十
分
で
あ
る
か
ら
、
±
地
の
年
産
カ
や
氣
木
の
生
産
力
を
！括
し
て
ほ
と
ぉ

5
て
、p

i
b
L

ど
お
.

け
ば
、

.や
や
勞
働
と
生
産
量
と
の
間
の
が
關
關
係
を
者
察
す
る
に
足
る
だ
け
の
も
の
.が
で
き
る
で
か
ろ
ぅ
。
し
か
し
、
こ
の
式
に
お(

て 

も
賞
物
資
本
が
與
ぇ
.る
；影
響
を
積
極
的
に
算
出
で
き
な5

。

今
！

n p=Jr(i:, 

c
v
’k
る
画
數
關
海
を
.具
體
的
に
，表
わ
し
た
も
の
み
し
て 

は
、
有
名
.
グ
：ダ
ラ

K

の
生
産
函
數
が
あ
る
。
，

X

但
.
P
Cは資
本
め
.養

‘ V

'
.ソ
バ
V

で
，
.ン

' 

.

.

と

と

に

み

は
c

m
數
で
あ
る
が
、
み
は.

物
資
本
と
数
働
以
外
の-
他
の
す
べ
て
の
化
産
要
素
の
能
率
を
表
わ
レ
、
；
.

‘̂
は
勞
働
の.
生
.產 

力
を
、
メ
は
資
木
の
生
産
力
を
表
わ
す
こ
と
に
な
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
上
式
を
變
だ
す
れ
ボ
、 

：

/ 

,
:
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と
な
つ
て
、努
働
を
何
、％
梢
加
す
れ
ば
、
生
產
が
何
％
梢
加
す
る
か
と5

う
關
係
を
々
が
表
わ
し
て
レ
る
か
ら
で
あ
る
。
レ
か
し
、
ダ
グ
ラ 

ス
0

生

，
産

函

歉

は

、
：
；

^

端
な
遷
ゐ
遞
減
や
遞
擒
の
；お
と
る
湯
合
に
；は
安
當
し
雞5̂

、

の
で
：あ
つ
て
、.經
濟
が
正
常
に
動
k

て
；

》

な
い
サ

、
原 

村
料
が
粘
海
し
て
レ
る.
よ
う
な
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
な
單
純
な
多
元
相
關
式
\
の
方
が
、
よ
り
事
態
を
正
確
に
概.
握

レ

う

，る

で

あ

ろ

う

。
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と
と
に
み
は
勞
働
の
生
産
力
を
示
し
、

襄

本

の

ま

力

を

示

す

。
も
し
、
0,
の
低
下
が
ム
の
方
に
原
因
'
が
，あ

る

と

す

れ

ぱ

、

ろ
-
t
^

 

小
さ
く
な
つ
て
表
わ
れ
る
か
ら
\

過
剩
人
i

i

;

、
I

條

件

の

改

善

等

が

養

と

な

る

。

し

か

、し

、

0
©

方

に

原

因

が

、
さ

て

P

が 

パ
さ
く
な
ウ
た
と
す
れ
ぱ
、
原
林
料
の
.
輸
入
.
が
先
決
問
題
で
あ
る
と
レ
う
と
と
に
な
る
0,
:單

純

な
j

D

n

s

と5

う
ま
で
は
、
と
の1

!

つ
‘ 

i

の
.
原
因
を
分
解
し
て
者
え
る
と
と
が
で
き
な
レ
の
で
あ
る
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ぜ
ら
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ま
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第 m

所得,，納稅戸敷 N logx logN.

千回以上 千戶

' - 5 122 247- 0.649 2,398

8 64 125 0.903 2.079

12 39 61 1.079 1.785

20 11 22 1.301 1.342

30 6 11 1.477 1,041

50 2 5 1.699 0.699

80 2 3 1.903 0.477

120 1 ■ ノ ̂'：1： 2.079 0
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田
學
會
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银M

十
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第S
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s
 .0

二
三)

と
れ
は
"
パ
レ
ー
ト
係
數
と
の
開
係
を
港
祭
す
る
と
と
に
よ
つ
て
正
確
に
檢
討
さ
れ
る
心
要
が
あ
る
。
パ
レ
I
ト
係
數
は
横
軸
に
所
得
金
. 

額
の
對
數
を
縱
袖
に
を
の
所
得
金
額
/以
上
の
所
得
を
有
す
る
人
M
の
對
數
を
と
れ
ぼ
、
は
ぱ
ー
谊
線
を
な
し
、
と
の
方
向
係
數
が
大
き
く 

な
る
ほ
ど
所
得
り
分
配
'は
.平
均
.化
す
る
。
と
5
レ
ぅ
と
と
ろ

.か
らt

々
え
出
さ
れ
：た
も
，の
：で
あ
る
。

‘勞
.傲
の
：生
座
性
が
增
ホ
，す
れ
ば
、
少
額 

所
得
者
の
數
は
♦
く
な
る
.か
ら
パ
レ
ー
ト
係
數
は
增
大
ナ
る
。
沙
見
三
郞
博
士
"

01^

算
に
よ
れ
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和
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か
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。
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に
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-
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:

數

.が
槽
大
す
れ
ば
.少
額
脾
得
者
が
多
く
な
る
た
め
、
各
人
の
貯
蓄fi

向
が
よ
ほ
ど
増
大
し 

s
r
.なけ
れ
ば
、：資
成
が
困
難
に
な
き
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さ
ら
-に
産
業
構
趙
の
變
化
を
考
え
る
'と
、
'産
業
に
ね
つ
て
輕
營
規
模
別
：の
分
布
狀
態
は

S
.

，
異
な
る
わ
け
で
あ
る
0
.
'
.
昭
和
十
.

一

一
年
の
資
料
に
ウ5

て
、
..デ
ブ
ラ
係
數
を
算
出
し
て
見
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资
料
に
な
る
.で
あ
ろ
う
。

：

\
Vク
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，

で

、
.
.
繊

維

工

業

が

も

ウ

と

も

規

模

の 
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